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あいおい損害保険株式会社（社長 児玉 正之）は、中国におけるビジネス拡大の一環と

して、今般、中国最大手損害保険会社である中国人民財産保険股�公司（以下 PICC）の持

株会社中国人保控股公司が、中国市場で、初めて外資系損保と設立をする保険ブローカー

会社への出資を行いました。 

中国当局の認可取得は 2004 年 12 月１日。会社設立は 2004 年 12 月 8 日。 

2005 年１月より営業開始の見込みです。 

 

【出資の経緯】 

PICC は、中国全土に販売網を持ち、70％のマーケットシェアを維持する中国最大手の損

害保険会社ですが、企業物件を中心とした更なるビジネス拡大を目的に、ブローカー市場

への参入を検討していました。PICC は、当社親密提携保険会社であるエイシア香港保険社

とブローカー会社設立の計画化を進める中、エイシア香港社よりあいおい損害保険に設立

メンバーへとして共同出資の打診があったものです。あいおい損害保険は、中国に於ける

今後のビジネス展開を視野に入れて PICC との合弁事業となるブローカー会社への出資を決

めました。 

中国において外国保険会社として保険ブローカー業務に出資をするのは始めてのことと

なります。 

＜参考＞ 

あいおい損害保険は、今回共同で出資を行うエイシア香港社をはじめとするエイシアグ

ループとは、従来から広くアジア地域で提携し、協力関係を維持しております。（参考：

別紙「エイシアグループ会社」） 

 

【出資の目的】 

当社は現在、中国においては、北京、天津、上海、広州に駐在員事務所を配備して、お

客様の進出支援を行っています。今後、更なる日系のお客様支援体制の強化を行うと共に、

この保険ブローカーへの出資を機に、企業物件を中心に中国全域を対象とした中国ローカ

ルビジネスとの接点を拡大していきます。 

また、本ブローカー会社の設立は、PICC 広州支店が主体となって進める「合弁事業」で

あり、今後広州を中心とする中国南部地域でのお客様支援の拡大を目指すあいおいと PICC

社との実質的な提携強化が図られます。当面は PICC が元受会社となり、あいおいが再保険

取引による引受けで収入保険料の拡大を図っていきます。 

 

 

あいおい損害保険 中国にて合弁保険ブローカー会社の設立に参画 

―外資系保険会社として初の保険ブローカー出資― 
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＜会社概要＞ 

会社名：中人保険経紀(ﾌﾞﾛｰｶｰ)有限公司 

       （英文名：China Insurance Brokers Co., Ltd.） 

資本金：2000 万人民元 

認可取得日：2004 年１２月１日 

会社設立日：2004 年１２月８日 

住 所：広東省広州市環市東路 383 号 

代表者：王 煥亭 

出資者：中国資本 中国人保控股公司（PICC Holdings）… 55.01％ 

         粤電集団（広州電力）        … 20％ 

    香港資本 亜州保険（エイシア香港）      … 5％ 

         徳和保険顧問(AR Consultant)       … 4.99％ 

         永隆保険(Wing Lung Ins)           … 3％ 

         廖創興保険(Liu Chong Hing Ins)    … 3％ 

          上海商業銀行                      … 3％ 

    日本資本 あいおい損保                      … 3％ 

         損保ジャパン                      … 3％ 

 

＜参考＞ 

「中国人保控股公司」の概要 

1949 年 国策により「中国人民保険公司」国営会社として設立 

1999年 機能別に 4社に分割されたうちの損害保険部門 

・損害保険：中国人保控股公司 傘下に中国人民財産保険股�公司（ PICC P&C） 

  （2002 年より現在の持株会社形態となる） 

・生命保険：中国人寿保険公司 

・再保険 ：中国再保険公司 

・資産管理：中国保険公司 （海外資産の管理） 

2003 年 11 月香港証券取引所に中国人民財産保険股�公司が上場  

○PICC P&C は、中国損害保険市場において、現在でも約 70％のマーケットシェアを 

 維持し、中国全域に 4,500 の拠点、約 30,000 の代理店との契約による巨大な販売 

 ネットワークを有している。 

 



 

 

＜別紙＞・中国関連取組み状況 

＜参考＞ 

 

 【エイシアグループ会社】 

タイのバンコク銀行を中心に、アジア各地に銀行・保険会社を持つ金融集団であり、

あいおいとは 30 年来の提携関係にあり、あいおいのアジア各地の進出拠点において協

力関係をもっている。 

 

＜グループ会社＞ 

○バンコク銀行             （タイ） 

○バンコク保険会社           （タイ） 

○ｴｲｼｱ･ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ・ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ（持株会社） （香港） 

○エイシア保険会社           （香港） 

○エイシア商業銀行           （香港） 

○ｴｲｼｱ･ｼﾞｪﾈﾗﾙ・ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ（持株会社）  （ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ） 

○エイシアシンガポール保険会社         （ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ） 

○セントラルエイシア保険会社           （ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ） 

○エイシアマレーシア保険会社           （ﾏﾚｰｼｱ） 

○エイシアトレーダース保険会社         （ﾌｨﾘﾋﾟﾝ） 

○エイシアインシュアランスカンボジア  （カンボジア） 

 

＜あいおいの現地法人＞ 

○あいおいバンコク保険会社       （タイ） 

○バンコクチャヨラ社（保険ﾌﾞﾛｰｶｰ）   （タイ） 

○あいおいインドネシア保険会社        （ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ） 

 



＜別紙＞ 

中国関連取組み状況 

 

○中国室設置（2003 年 6 月） 

中国における顧客対応力を強化するため、国際部部内に中国室を設置。 

      日系企業の中国進出が進む中、あいおい損保の顧客サービスの充実と巨大

保険市場に成長することが予想される中国保険市場の調査研究を行う体制

を構築しました。 

 

○天津で卓球大会の開催（2003 年 11 月 1～2 日） 

     トヨタ自動車の生産拠点のある天津において、日本、中国、韓国、香港の 4

カ国の選手を招いてトヨタ自動車と卓球大会を共同開催し、4カ国の親睦を図

りました。大会は地元での知名度を考慮して「トヨタカップ国際卓球招待大

会」として開催され、日本からは福原愛選手も参加しています。 

     （主催：中国卓球協会、後援：日本卓球協会） 

 

○中国進出セミナー開催（2003 年 11 月 19 日－東京、2004 年 3 月 3 日－名古屋） 

     中国進出を検討している企業を対象に、東京および名古屋でセミナーを開催。

テーマは、中国での『ビジネス慣習の根源』として中国における人事、労務

管理の勘どころを中心とした内容で、多くの参加者を得ました。 

 

○北京交通安全フォーラム参加（2004 年 4 月 18 日～21 日） 

     中国の公安当局、交通安全協会が主催した交通安全フォーラム（北京で開催）

にトヨタ自動車と共に協賛の形で参加しました。急激にモータリゼーション

が進む中国では、交通事故の軽減が重要な課題となっており、交通安全の推

進のための展示会、フォーラムに参加し、今後も自動車文化の健全な発展に

貢献してゆきます。 

 

○上海・広州に駐在員事務所を新設（2004 年 8 月） 

     中国に進出する顧客サービスの充実を目的に、上海・広州に事務所を増設し、

北京、天津、香港を含めて 5事務所体制となりました。 

 

○北京で自動車保険セミナー開催（2004 年 11 月 30 日） 

     中国における自動車保険の健全な発展に寄与するため、中国保険協会の要請

に応じて日本の自動車保険制度、損害調査体制などを主題としてセミナーを

開催。中国保険業界から大勢の参加者を得ました。 

以上 

 


